
ひろしま市議会だより（3） 令和３年（２０２１年）11月
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令
和
２
年
の
調
査
で
、
町
内
会
で

最
も
充
実
さ
せ
た
い
活
動
は
「
防
災

活
動
・
災
害
時
の
活
動
」
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
地
域
の
防
災
力
強

化
に
向
け
て
は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
主
体
が
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
市
は
ど
う
取
り
組
む
の

か
。

小
学
校
に
配
備
さ
れ
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
は
、
児
童
生
徒
が
自
由

に
チ
ャ
ッ
ト
で
き
る
の
か
。
ま
た
、

チ
ャ
ッ
ト
等
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
他
者

と
つ
な
が
る
機
能
を
使
う
際
に
は
、

ル
ー
ル
を
教
え
る
こ
と
が
大
切
と
思

う
が
、
使
用
に
際
し
て
ど
う
指
導
を

行
う
の
か
。

答
自
然
災
害
が
多
発
す
る
昨
今
、

地
域
団
体
と
消
防
団
や
自
主
防
災

組
織
と
が
連
携
を
強
化
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

現
在
策
定
中
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
あ

ら
ゆ
る
団
体
間
の
連
携
強
化
に
向

け
た
取
り
組
み
や
支
援
策
等
に
つ

い
て
お
示
し
し
た
い
。
そ
し
て
、

地
域
の
防
災
力
強
化
を
含
め
た

「
広
島
な
ら
で
は
」
の
持
続
可
能

な
地
域
社
会
を
実
現
し
て
い
き
た

い
。

答
児
童
生
徒
間
の
チ
ャ
ッ
ト
機
能

は
授
業
時
間
以
外
使
用
で
き
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
。

情
報
モ
ラ
ル
の
指
導
は
各
学
校

で
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応

じ
、
道
徳
科
や
技
術
・
家
庭
科
技

術
分
野
等
の
授
業
で
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
、
手
引
に
沿
っ
て
、
基

本
的
な
機
器
の
扱
い
方
と
と
も
に

指
導
を
行
う
。

地
域
の
防
災
力
強
化

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

現
在
、
市
が
関
係
す
る
奨
学
金
制

度
と
し
て
「
広
島
市
教
育
振
興
会
奨

学
金
」
が
あ
る
が
、
対
象
は
、
市
内

の
定
時
制
高
校
と
看
護
学
校
に
通
う

学
生
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
制

度
を
、
新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

内
容
に
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

奨
学
金
制
度

１ 地域コミュニティ活性化ビジョン
　地域コミュニティの活力低下や地域を支える人材の不足が懸念されており、こ
れまで地域が有していた相互扶助や福祉、防犯といった機能が低下するおそれが
あることから、住民同士が支え合い、安全・安心に暮らすことができる地域を創り、
持続可能な地域社会の実現を図ることを目的に、本市が令和３年度に新たに策定
するビジョンのこと。

２ 救助実施市
　災害救助法が適用された場合、一般的に、法による救助は都道府県が実施し、市
町村はこれを補助することとなるが、平成31年（2019年）４月の法改正により、内
閣府の指定を受けた救助実施市は、救助の実施主体として、応急仮設住宅の設置や
被災者の救助を行うことが可能となった。
　現在、20市の政令指定都市のうち、12市（仙台市、さいたま市、横浜市、川崎市、
相模原市、名古屋市、京都市、神戸市、岡山市、北九州市、福岡市、熊本市）が救助実施
市として指定されている。

３ 医療的ケア児支援法
　医療的ケア児とは、人工呼吸器や胃ろう等を使用し、たんの吸引や経管栄養など
の医療的ケアが日常的に必要な児童のことで、全国に２万人いると推計される。
　この法律では「医療的ケア児」を定義し、国や地方公共団体が医療的ケア児の支
援を行う責務を負うことを明文化した。医療的ケア児を育てる家族の負担を軽減
し、医療的ケア児の健やかな成長を図るとともに、その家族の離職を防止する目的
で作られた。

４ 特別史跡
　国の法律である文化財保護法に基づいて指定されるもので、遺跡の中で重要な
ものを「史跡」、その中でも特に重要なものを「特別史跡」としている。
　原爆ドームは、平成７年（1995年）に史跡に指定され、その翌年に世界文化遺産
に登録された。
　なお、広島県内では、廿日市市の厳島が特別史跡に指定されている。

５ 「大瀧雨域」「増田雨域」
　国は、「黒い雨」の範囲を大雨が降ったとされる「宇田大雨地域」に限定し、被爆者
援護策を行ってきたが、広島高裁は、令和3年（2021年）7月の判決において、より
広範囲に黒い雨が降ったとして、平成22年（2010年）に統計学者の大瀧慈

めぐ
氏の発

表した「大瀧雨域」と平成元年（1989年）に気象学者の増田善信氏が発表した「増
田雨域」にも、「黒い雨」が降った蓋

がいぜん
然性があるとした。

６ 砂防堰
えんてい
堤

　土砂災害防止のために、渓流の谷出口付近に設置し、土石流を食い止めるほか、
土砂を溜めて渓流の勾配を緩やかにすることで、一度に大量の土砂が下流に流れ
出ることを防ぎ、人家や公共施設等を保全するための施設。砂防ダムともいう。

７ 小中一貫教育校
　本市では、全ての中学校区で、小・中学校の円滑な接続を図るため、小中連携に力
を入れており、その方法の一つとして、義務教育９年間を一体的に捉えた学習を行
う「小中一貫教育」を、令和２年度から似島、戸山、阿戸の３校において実施してい
る。

本文中に赤表記した用語を解説しています用 語 解 説

鳴
谷
川
の
急
峻
な
谷
か
ら
土
石

流
が
発
生
し
下
流
域
に
住
む
方
々

は
、
今
後
の
大
雨
に
よ
り
、
ま
た
い

つ
土
石
流
が
起
こ
る
か
心
配
し
て
い

る
。
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

小※
７

中
一
貫
教
育
校
の
特
色
あ
る

教
育
環
境
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
児

童
生
徒
や
保
護
者
へ
、
ど
の
よ
う
に

周
知
し
て
き
た
の
か
。
ま
た
、
令
和

4
年
度
入
学
、
転
入
希
望
者
を
募
る

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答
発
生
直
後
か
ら
、
河
川
に
堆
積

し
た
土
砂
等
の
撤
去
を
開
始
し
、

概
ね
完
了
し
た
。
民
有
地
に
流
れ

込
ん
だ
土
砂
等
に
つ
い
て
も
土
地

所
有
者
の
同
意
の
下
、
撤
去
予
定

で
あ
る
。

ま
た
、
県
知
事
に
対
し
、
砂※

６
防

堰え
ん
て
い堤

に
堆
積
し
た
土
砂
等
の
早
期

撤
去
と
保
全
、
鳴
谷
川
を
含
め
た

砂
防
堰
堤
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

緊
急
の
要
望
書
を
提
出
し
た
。
速

や
か
な
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
た
い
。

答
令
和
２
年
度
、
概
要
等
を
記
載

し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
、

配
布
し
た
。
ま
た
、
各
校
が
学
校

説
明
会
を
開
催
し
、
教
育
方
針
や

特
色
あ
る
教
育
活
動
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
に
加
え
、
市
広
報
紙
に

各
校
の
特
色
や
具
体
的
な
活
動
内

容
等
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
等
で
積
極

的
に
発
信
し
て
い
く
。

鳴な
る
た
に
が
わ

谷
川
の
土
石
流
対
応

一
貫
教
育
校
の
周
知
強
化

黒い雨降雨地域図

宇田小雨地域
（1953 年）

宇田大雨地域
（1953 年）

増田雨域
（1989 年）

大瀧雨域
（2010 年）

爆心

×

答
当
該
奨
学
金
は
、
一
般
財
団
法

人
広
島
市
教
育
振

興
会
が
、
市
民
等

か
ら
の
寄
付
を

財
源
に
、
働
き

な
が
ら
学
ぶ

子
ど
も
た
ち

を
支
援
し
た

い
と
い
う
寄

付
者
の
思
い
を

受
け
、
毎
年
度
、
市
内
の
定
時
制

高
等
学
校
や
看
護
専
門
学
校
に
通

う
学
生
を
対
象
に
、
月
額
８
千
円

の
奨
学
金
を
給
付
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

奨
学
金
の
基
金
残
高
に
限
り
が

あ
る
中
で
、
制
度
の
在
り
方
や
新

た
な
寄
付
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
、

今
後
、
一
般
財
団
法
人
広
島
市
教

育
振
興
会
の
評
議
員
や
理
事
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
高
等
学
校
教
育
に
お
け

る
奨
学
金
制
度
は
、
国
に
お
い
て

措
置
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
機
会

を
捉
え
て
、
子
育

て
家
庭
の
経
済

的
負
担
軽
減

に
つ
い
て
適

切
に
措
置
さ

れ
る
よ
う
国

に
要
望
し
て
い

く
。




